
鳴

門

市

議

会

平

成
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第
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回
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会
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般

質

問
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名

要

旨

議
席

氏

名

一
、
鳴
門
市
の
財
政
・
業
務
状
況

一
、

財
政
状
況
に
つ
い
て

(1)

に
つ
い
て

公
営
企
業
業
務
状
況
に
つ
い
て

(2)

二
、
鳴
門
市
の
行
政
組
織
体
制
に

二
、

組
織
・
機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て

(1)

６

三

津

良

裕

つ
い
て

三
、
第
五
次
鳴
門
市
総
合
計
画
後

三
、

五
つ
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

(1)

期
基
本
計
画
に
つ
い
て

一
、
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

一
、

組
織
・
機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て

(1)
第
五
次
鳴
門
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
つ

(2)

９

東

正

昇

い
て

二
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

二
、

小
中
一
貫
教
育
、
小
中
連
携
教
育
に
つ
い
て

(1)

一
、
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

一
、

鳴
門
市
の
雇
用
情
勢
に
つ
い
て

(1)

野

田

粋

之
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鳴
門
市
の
発
展
的
教
育
に
つ
い
て

(2)

一
、
農
業
行
政
に
つ
い
て

一
、

遊
休
農
地
に
つ
い
て

(1)
農
業
委
員
会
に
つ
い
て

(2)

２

大

石

美

智

子

二
、
環
境
行
政
に
つ
い
て

二
、

公
共
下
水
道
に
つ
い
て

(1)
鳴
門
市
汚
水
適
正
処
理
構
想
に
つ
い
て

(2)

一
、
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

一
、

企
業
局
の
経
営
方
針
、
現
況
と
課
題
に
つ
い
て

(1)
環
境
美
化
条
例
に
つ
い
て

(2)
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

(3)

二
、
福
祉
行
政
に
つ
い
て

二
、

郵
便
局
を
活
用
し
た
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

山

本

秀

(1)
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健
康
増
進
の
た
め
の
運
動
教
室
に
つ
い
て

(2)
耳
マ
ー
ク
の
普
及
に
つ
い
て

(3)

三
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

三
、

小
中
高
生
の
携
帯
電
話
に
つ
い
て

(1)

公 明 党

代 表

新みらい

代 表

輝

代 表

優 志 会

代 表

郷 土

代 表

一
、
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て

一
、

国
民
健
康
保
険
料
滞
納
世
帯
に
対
す
る
資
格
証

(1)
明
書
発
行
に
伴
い
、
医
療
か
ら
見
離
さ
れ
る
子

ど
も
の
人
権
に
つ
い
て

「
う
ず
潮
教
室
」
の
充
実
と
今
後
の
対
策
に
つ

(2)

１

い
て

田

渕

豊
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二
、
市
民
環
境
行
政
に
つ
い
て

二
、

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

(1)
い
て

三
、
文
化
行
政
に
つ
い
て

三
、

鳴
門
市
賀
川
豊
彦
記
念
館
・
徳
島
県
立
鳥
居
記

(1)
念
博
物
館
に
つ
い
て

一
、
財
政
に
つ
い
て

一
、

財
政
健
全
化
四
指
標
に
つ
い
て

(1)
財
政
健
全
化
四
指
標
と
財
政
健
全
化
計
画
と
の

(2)
整
合
性
に
つ
い
て

２

二
、
企
業
局
に
つ
い
て

二
、

企
業
局
長
と
し
て
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

３

林

栄

一

(1)
て企

業
局
三
事
業
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

(2)
て

一
、
鳴
門
市
の
行
財
政
改
革
及
び

一
、

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
及
び
行
財
政
改

(1)

行
政
の
責
任
に
つ
い
て

革
と
の
整
合
性
に
つ
い
て

鳴
門
市
出
資
法
人
の
統
廃
合
等
今
後
の
運
営
に

(2)

３

１

川

田

達

司

二
、
新
た
な
組
織
・
機
構
の
改
革

つ
い
て

に
つ
い
て

二
、

企
業
局
の
新
た
な
組
織
に
つ
い
て

(1)
他
部
局
の
人
事
補
充
に
つ
い
て

(2)

一
、
観
光
に
つ
い
て

一
、

観
光
・
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

(1)

４

二
、
学
校
教
育
に
つ
い
て

二
、

義
務
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

泉

理

彦

(1)
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三
、
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

三
、

適
正
な
人
事
管
理
と
人
材
育
成
に
つ
い
て

(1)



一
、
財
政
運
営
に
つ
い
て

一
、

厳
し
い
経
済
状
況
に
お
け
る
財
源
の
確
保
に
つ

(1)

５

い
て

椢

原

幸

告

11

二
、
福
祉
行
政
に
つ
い
て

二
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て

(1)

一
、
環
境
行
政
に
つ
い
て

一
、

エ
コ
推
進
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

(1)

６

二
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し
に
つ

二
、

組
織
・
機
構
の
見
直
し
に
伴
う
各
部
局
の
配
置

佐

藤

絹

子

(1)

16

い
て

に
つ
い
て


